
［作品解説］

ICCの天井から吊された直径5.3mのリング上を周回
するSpeaker Unitからは、世界各地から送られてき
た音声、サウンドスケープ、インターネットラジオ（リ
アルタイム）が、それぞれの方位情報を参照しながら
再生されています。

インスタレーション中央部に設置されたタッチスク
リーンディスプレイには、世界のあらゆる言語の間
を飛び越えて音声的に近似のコトバ*を探し出すこ
とができるシステム、Phonethica Systemのインター
フェイスが表示されています。

Phonethica SystemとSpeaker Unitはワイヤレスシ
ステムによりインタラクティヴに連動しています。鑑
賞者がインターフェイスに表示されているコトバの1

つを選択すると、Speaker Unitはただちにそのコトバ
が話されている方向へと移動、停止し、そのコトバ
を発音します。つまり、Speaker Unitの停止した方
向の遥か彼方には、実際にそのコトバを話す人々が
住んでいるというわけです。

このようにしてPhonethica Systemは、一般に辞書
で調べられるような異なる単語同士の意味の一致に
よるのではなく、偶然に近似の音を持つコトバのつ
ながりによって、無限のイマジネーションを誘発しま
す。

*たとえば、日本語の「鳳仙花（ほうせんか）」という言葉は、チェコ語の
「housenka（ホウセンカ＝毛虫）」とよく似ています。また、英語で虫を
意味する「bug」という言葉は、ロシア語の「Бог（バグ＝神）」という言葉
とよく似ています。

［ ］

文字を持たない民族は現在も存在しますが、話し言
葉をもたない民族は未だかつて一度も現れていませ
ん。Project Phonethicaは、私たち人類の言語の音
声的な特質を媒介に世界の多様性を探り、それを
アートの魔力と科学テクノロジーによってダイナミッ
クに散種することで世界の力学を変容しようとする
プロジェクトです。

プロジェクトでは現在、デジタルデヴァイド問題によ
る言語データの偏りを解決するために、Phonethica 

Systemのウェブへの移行計画 「Phonethica Web」
が進行しています。Phonethica Webにおいては、イ
ンターネットを通じて世界中の人々が言葉を投稿で
きる仕組み、音声近似値への投票システム、音声認
識機能、それぞれの言語の背景情報へのアクセスの
仕組みなどが実現されます。同時に、このインスタ
レーション「Rondo」も会期中数度のバージョンアッ
プが計画されています。2006年末にはPhonethica 

WebとRondoの有機的なインタラクションが実現す
る予定となっています。ご期待下さい。
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